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生徒への健康意識調査を介した学校薬剤師のあり方の検討
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要　　旨：埼玉県越谷市内の小学生 1617名（5，6年生），中学生 328名（2年生）を対象と
し，生徒の健康意識の実態（健康食品，サプリメント，たばこ，お酒，脱法ドラッグ，薬
の適正使用に関する学校薬剤師の関与）を把握することにより，今後の学校薬剤師の活動
のあり方を示唆することを目的とした．アンケートは無記名方式において実施した．健康
食品・サプリメントの認知度については小学生 87.3％，中学生 93.7％であったが，摂取率
については小学生 52.9％，中学生 40.4％であった．脱法ドラッグについての健康被害の認
知度は 63.4％，中学生 87.8％であった．以上のことから，今後の薬剤師の活動として，健
康食品やサプリメントについての知識や正しい使い方を伝える「薬育」の推進が必要だと考
える．学校薬剤師の活動を世間に広め，継続的に実施することで，薬剤師の職能の可能性
を大きく広げると確信する．
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緒　　言

　わが国では，学校保健に基づき，薬剤師という専門家
の視点から学校保健活動に参画して提案や助言を与える
学校薬剤師という職務がある1）．学校保健とは学校保健
安全法の下に行われる保健活動である．児童生徒および
教職員の健康管理だけでなく，学校における保健教育も
学校薬剤師の任務とし2），平成 22年 4月 1日から，「学校
保健安全法」が改正され，学校における安全管理に関す
る条項が加えられた．その内容は，学校医，学校歯科医
および学校薬剤師の職務執行の準則に「保健指導に従事
すること」を追加，学校薬剤師の職務執行は「健康相談に
従事すること」を追加する大改正が行われ3），学校医，学
校歯科医と並び，学校薬剤師も積極的に参画するものと
再整理された． 

　近年，薬物乱用の低年齢化4）や未成年の飲酒・喫煙5），
1人で食事をする孤食の増加6）に伴う食生活の乱れによる

子どもの生活習慣病の増加，また，性の逸脱行動などの
生活習慣の乱れ7）が問題視されている．また，インター
ネットの急速な普及により，誰でも簡便に自由に情報を
手に入れることが可能となった8）．情報発信やウェブの閲
覧は誰もが容易にできるため，有害情報も混在し，子供
にとって悪影響をもたらすものも少なくない9）．小学生や
中学生には，情報の正確さを判断する能力が求められる
ものと考えられる10）．教育の場では平成 24年度から新し
い学習指導要領として，保健体育の科目の中に「薬の正し
い使い方」が追加された11）．近年のセルフメディケーショ
ンブームによるOTC薬や健康食品利用の低年齢化を受
け，薬育の推進として，医薬品への正しい知識を身につ
け，薬やサプリメントが心身に与える影響を理解し，同
時に，喫煙・飲酒，薬物乱用防止へ学校薬剤師の職能を
発揮することが求められている12, 13）．セルフメディケー
ションは正確な知識をつけることで実践でき，幼少期よ
り学校や家庭で教育を受ける必要がある．子供を守るた
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めには，学校薬剤師が保護者にも正しい知識を伝え，喫
煙，飲酒，薬物乱用，また医薬品についての正しい情報
を子供と共有することが大切であり，結果として，セル
フメディケーションへとつながると考える．このような学
校教育に大きく関係し，薬育への貢献が求められている
のが学校薬剤師である14）．学校薬剤師の職務は，委嘱さ
れている学校の依頼に応じて，教室の二酸化炭素濃度，
照度，給食室の環境，水泳プールや飲料水などの定期的
な環境衛生検査，喫煙防止教育，アルコールに関する指
導，薬物乱用防止教育などの講義や教職員とのチーム
ティーチングなどを行っている3）．学校保健法が平成 20

年に学校保健安全法に改正されたことにより，学校薬剤
師は学校保健教員として相関を持ち，その責任も大
きい15）．
　しかしながら，薬育の健康に対する意識の向上に向け
た啓発活動が，1）本当に伝わっているのか，2）知識と
なっているのか，3）日常生活に反映しているのか，4）薬
育としての礎を成しているのかを調査した事例はなく，
学校薬剤師側の一方通行になっている可能性も否めない．
　そこで本研究では，小学生，中学生，高校生を対象
に，健康食品やサプリメント，たばこ，お酒，脱法ドラッ
グについてのアンケート調査を行い，健康への意識の実
態を把握し，今後の学校薬剤師の活動のあり方を検討
した．

対象および方法

　今回の調査研究は平成 24年 7月から 12月までの期間
に実施された．アンケート調査の対象は埼玉県越谷市内
の小学校と中学校の協力を得て，越谷市内の小学生（5，6

年生；1617名，男子生徒 855名，女子生徒 762名），中
学生（2年生；328名，男子生徒 154名，女子生徒 174名）
を対象にアンケート調査を行った（Table 1）．本調査の目
的と内容について十分な説明を行い，同意が得られた小・
中学生本人 1945名にアンケートを，無記名・自記式にて
実施した．アンケート内容を Fig. 1に示す．回答は 1945

名の小・中学生から得られ，回収率は 100％であった．
統計解析については t-testを用いて行った．なお，本研究
は城西大学倫理委員会で承認されており，生徒および教
育委員会に趣旨を説明し同意を得た上で行った．

結　　果

　健康食品およびサプリメントに関する質問事項の結果
を Table 1に示す．“健康食品，またはサプリメントとい
う言葉を知っていますか”の質問に対する結果より，「両
方知っている」小学生 55.7％，中学生 78.7％であった．
「健康食品は知っている」小学生 26.9％，中学生 10.7％，
「サプリメントは知っている」小学生 4.7％，中学生 4.3％
であった（Table 1 質問 1）．次に，健康食品やサプリメン
トを知っていると回答した生徒に対し，“普段から健康食
品またはサプリメントを食べたり飲んだりしていますか”
という質問を行った（質問 2）．その結果，「はい」小学生
52.9％，中学生 40.4％であった．“普段から健康食品，サ
プリメントを摂取していると答えた方に質問です．きっ
かけはなぜですか”の質問に対する結果を示す（質問 3）．
その結果，「自分で必要だと思った」小学生 169人，中学
生 30人であり，「親に言われた」小学生 363人，中学生
67人であった．自由意見として，小学生は「おいしそう」
や「家にあった」，中学生は「おいしかったから」，「監督や
コーチに勧められた」などの回答があった（質問 4）．質問
5に“普段から健康食品，サプリメントを摂取していると
答えた方に質問です．食べたり飲んだりするときに誰か
に相談しましたか”の質問に対する結果を示す．その結
果，「相談はしていない」小学生 428人，中学生 75人であ
り，「親」小学生 286人，中学生 48人であった．
　たばこおよびお酒に関する回答結果を Table 2に示
す．質問 6の，“タバコの健康被害について知っています
か”の結果より，「知っている」小学生 90.0％，中学生
98.5％であり，「知らない」小学生 5.5％，中学生 0.6％で
あった．次に，“お酒の健康被害について知っています
か”という質問を行った（質問 7）．その結果，「知ってい
る」小学生 74.6％，中学生 97.3％であり，「知らない」小学
生 16.1％，中学生 1.5％であった．
　脱法ドラッグに関する回答結果を Table 3に示す．“脱
法ドラッグは危険だということを知っていますか”の質問
の結果，「はい」小学生 63.4％，中学生 87.8％であり，「い
いえ」小学生 35.6％，中学生 12.2％であった（質問 8）．次
に，“脱法ドラッグによる健康被害について，今までに学
校で習ったり，家庭で教わったりしたことがあります
か？”という質問を行った（質問 9）．その結果，「はい」小
学生 35.2％，中学生 65.2％であり，「いいえ」小学生
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Table 1　健康食品およびサプリメントに関する質問事項

質問 1 「健康食品」，または「サプリメント」という言葉を知っていますか？

 小学生（n=1617） 中学生（n=328）

両方知っている   55.7％（n=901）   78.7％（n=258）
「健康食品」は知っている   26.9％（n=435）   10.7％（n=35）
「サプリメント」は知っている     4.7％（n=76）     4.3％（n=14）
両方知らない   12.7％（n=205）     6.4％（n=21）

質問 2 健康食品，サプリメントを知っていると回答した方に質問です．普段から健康食
品またはサプリメントを食べたり飲んだりしていますか？

 小学生（n=1412） 中学生（n=307）

はい   52.9％（n=747）   40.4％（n=124）
いいえ   46.9％（n=662）   59.6％（n=183）
無回答     0.2％（n=3）     0.0％（n=0）

質問 3 普段から健康食品，サプリメントを摂取していると答えた方に質問です．きっか
けはなぜですか？（複数回答）

 小学生（n=747） 中学生（n=124）

自分で必要だと思った 20.4％（n=169） 21.9％（n=30）
親に言われた 43.8％（n=363） 48.9％（n=67）
友達に紹介された 1.4％（n=12） 1.5％（n=2）
その他 24.9％（n=206） 18.2％（n=25）
無回答 9.5％（n=79）   9.5％（n=13）

質問 4 質問 3で「その他」と答えた方に質問です．きっかけはなぜですか？（自由回答）

小学生 中学生

おいしそう おいしそう
家，冷蔵庫にあった 家にあった
ヤクルトが甘くておいしい ヤクルトは美味しい
自分から選択した 親が買ってきた
健康だと思うから おばあちゃんにすすめられた
普通に，なんとなく飲んでいる 監督，コーチ

質問 5 普段から健康食品，サプリメントを摂取していると答えた方に質問です．食べた
り飲んだりするときに誰かに相談しましたか？（複数回答可）

 小学生（n=747） 中学生（n=124）

親 36.8％（n=286） 38.4％（n=48）
兄弟 3.0％（n=23） 0.8％（n=1）
友達 1.3％（n=10） 0.0％（n=0）
担任の先生     0.2％（n=2） 0.0％（n=0）
保健室の先生     0.4％（n=3） 0.0％（n=0）
その他     1.1％（n=9） 0.8％（n=1）
相談はしていない 55.0％（n=428） 60.0％（n=75）
無回答 2.2％（n=17） 0.0％（n=0）
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40.0％，中学生 16.5％，そして，「わからない」小学生
23.7％，中学生 18.3％であった．
　学校薬剤師の認知度に関する回答結果を Table 4に示
す．“学校薬剤師という言葉を知っていますか”の質問の
結果，「はい」小学生 17.6％，中学生 14.9％であり，「いい
え」小学生 80.8％，中学生 84.5％であった（質問 10）．
　次に，学校薬剤師という言葉を知っていると回答した
生徒に対し，“何で知りましたか”という質問を行った．
その結果，「学校で作業しているのを見た」小学生

15.2％，中学生 10.2％であり，「学校で講演をしてくれた」
小学生 2.1％，中学生 16.3％，そして，「見たことはない
が聞いたことはある」小学生 77.0％，中学生 67.4％であっ
た（質問 11）．

考　　察

　今回の研究では，小学生と中学生に対して，健康食
品，サプリメント，たばこ，お酒，脱法ドラッグや学校薬
剤師の認知度について現状を調査し，興味深い結果が得
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られた．
　健康食品・サプリメントについての結果より，質問 1

で，健康食品およびサプリメントを「両方知っている」と
回答した生徒が小学生から中学生になるにつれて増加が
認められた（p<0.05）．また，「健康食品は知っている」と回
答した生徒が「サプリメントは知っている」と回答した生
徒よりも多く，サプリメントよりも健康食品の方が親しみ
をもっていると思われる．この結果に対し，質問 2の健
康食品やサプリメントの摂取について，小学生から中学
生になるにつれ減少する結果（p<0.05）を示したことから，
中学生では青年期前期による心理的離乳における心理的

自立による16）ものと考えられた．健康食品やサプリメント
の摂取の小学生のきっかけは，保護者の影響を受けてい
ると考えられた．自由意見より，「おいしそう」，「テレビ
で見た」という回答が得られたことから，テレビコマー
シャルや雑誌などで魅力的な広告に影響を受けているも
のと推察した．質問 5の健康食品やサプリメントの摂取
に関しては，小中学生とも誰にも相談せずに摂取してい
ることから，健康食品やサプリメントに関する危険意識
が薄くなっていると思われる．
　たばこの健康被害については小学生と中学生に広く認
識されているが，お酒の健康被害については希薄な状況

Table 2　たばこおよびお酒に関する質問事項

質問 6 タバコの健康被害について知っていますか？

 小学生（n=1617） 中学生（n=328）

知っている     90.0％（n=1456）      98.5％（n=323）
知らない       5.5％（n=89）        0.6％（n=2）
わからない       4.4％（n=70）        0.6％（n=2）
無回答       0.1％（n=2）        0.3％（n=1）

質問 7 お酒の健康被害について知っていますか？

 小学生（n=1412） 中学生（n=307）

知っている     74.6％（n=1206）      97.3％（n=319）
知らない     16.1％（n=260）        1.5％（n=5）
わからない       9.1％（n=147）        1.2％（n=4）
無回答       0.2％（n=4）        0.0％（n=0）

Table 3　脱法ドラッグに関する質問事項

質問 8 脱法ドラッグは危険だということを知っていますか？

 小学生（n=1617） 中学生（n=328）

はい     63.4％（n=1025）      87.8％（n=288）
いいえ     35.6％（n=575）      12.2％（n=40）
無回答       1.0％（n=17） 0.0％（n=0）

質問 9 脱法ドラッグによる健康被害について，今までに学校で習ったり，家庭で教えて
もらったりしたことがありますか？

 小学生（n=1412） 中学生（n=307）

はい       35.2％（n=569）   65.2％（n=214）
いいえ       40.0％（n=646）     16.5％（n=54）
わからない       23.7％（n=384）     18.3％（n=60）
無回答         1.1％（n=18）       0.0％（n=0）
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が浮き彫りとなった（p<0.05）（Table 2）．この理由の一つ
として，学校薬剤師の講演会でお酒の健康被害を話す機
会が少ないことが推察された．お酒の不適切飲用により
死に至る場合もあり，急性アルコール中毒や臓器に対す
る悪影響を引き起こしやすいこと，また，大量に飲んだ
場合，成人に比べてより臓器障害を引き起こしやすく，
アルコール依存症になりやすいことがあるなどが報告さ
れている17）．そのため，成長期の体に起こす影響につい
て未成年の生徒に正しい知識を伝えることは，必要な薬
育になるものと考えられる．脱法ドラッグの危険性につ
いて十分に理解していない生徒もいることが認められた
（質問 8）．6割以上の小学生が脱法ドラッグの健康被害に
ついて学んだことがないことから，知識の伝達が不十分
であると思われる．中学生は，学校薬剤師が薬物乱用防
止教室などを開いて講演しているにもかかわらず，講演
会の内容が理解されていない，または薬物乱用防止の講
義の仕方が適切に行われていないため生徒に十分に伝
わっていないなど学校薬剤師の一方通行の伝達講習会に
なっていることも考えられた．現在，脱法ドラッグのみな
らず脱法ハーブも社会問題化されており，薬剤師として
薬物の危険性，誘惑に負けないような地域社会に貢献で
きるようなニーズに合わせた講義の改善が必要だと思わ
れる．
　最後に，学校薬剤師は，小学生，中学生とも，80％以
上の生徒が学校薬剤師という言葉を認識していないこと
が示された．また，小中学生とも「見たことはないが聞い

たことはある」と回答しており，生徒との直接的な関わ
り，教職員や保護者との連携をとる機会を増やすなどを
して薬剤師として学校教育に貢献することが今後の課題
となる．
　今回，小学生と中学生への健康意識調査を行った結
果，それぞれ生徒の健康意識の現状の一端を明らかにで
きたとともに，質問 9～11の結果から，学校薬剤師の活
動を見つめ直す必要が見出されたと考えられる．学校薬
剤師の活動を見直す具体策としては，学校関係者や保護
者への説明会を積極的に行うことや，薬物乱用防止教室
を生徒と保護者の参加型とし家庭で話し合う機会を設け
るよう促すことが考えられる．また，学校薬剤師と生徒
たちとの距離が遠いと感じるため，学校への訪問頻度を
増やし，積極的に学校行事に参加したり，学校薬剤師が
生徒の学校生活について興味を持つなどして学校関係者
や生徒との信頼関係を築くことが必要だと思われる．こ
の具体策の実現には，学校関係者との双方向な関係を築
き，生徒たちの保健教育の重要性を共有するべきであ
る．薬剤師は，薬学という科学を人々のために役立てる
ため，国家から託された職能人である18）．したがって，
薬剤師は地域にとって町の科学者として存在していなけ
ればならない．
　小中学生に必要な知識を提供することは新学習要領の
「くすり教育」として追加された薬育である．これは約 50

年ぶりに学習要領として盛り込まれ，子どもたちの生き
る力をはぐくむ具体的な手立てとして考えられた．寺町

Table 4　学校薬剤師に関する質問事項

質問 10 学校薬剤師という言葉を知っていますか？

 小学生（n=1617） 中学生（n=328）

はい  17.6％（n=284）    14.9％（n=49）
いいえ  80.8％（n=1306）    84.5％（n=277）
無回答    1.6％（n=27）      0.6％（n=2）

質問 11 学校薬剤師という言葉を知っていると答えた方に質問です．何で知りましたか？

 小学生（n=283） 中学生（n=49）

学校で作業しているのを見た    15.2％（n=43）    10.2％（n=5）
学校で講演をしてくれた      2.1％（n=6）    16.3％（n=8）
見たことはないが聞いたことはある    77.0％（n=218）    67.4％（n=33）
その他      5.3％（n=15）      2.0％（n=1）
無回答      0.4％（n=1）      4.1％（n=2）
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らによると，中学生は，「自分の判断で薬を飲むことがあ
る」15.4％であり19），安楽らによると，小学生は，「サプリ
メントや栄養ドリンクを飲んだことがある」約 90％である
と報告されている13）．このことから，薬やサプリメントな
ど自分が健康に過ごすために必要とされる薬の存在が身
近になってきているが，それらの正しい使い方について
は長い間指導は行われてこなかったのが現状である．子
どもたちに正しい薬の使い方や知識を教える「薬育」を活
性化することで，いざ薬を使うときに本当に必要な基本
的な知識と判断力を持ち，より良いセルフメディケーション
につながると考えられる20）．これは，地域密着型の医療
の実現にも非常に重要なことと考える．
　今後，セルフメディケーション意識を高めるために
は，医薬品，健康食品やサプリメントなど，自分の健康
をサポートする薬や嗜好品を使用する際に正しい知識と
判断力を持ち合わせるための「薬育」の推進が必要である
と考える．学校薬剤師による，たばこ，お酒や脱法ド
ラッグにおける健康被害についての薬物乱用防止講演の
強化，脱法ドラッグは精神作用のみならず命に関わる危
険性もあること，サプリメントの過剰摂取によって健康
被害が生じる可能性があることなど，生徒と保護者に向
けて正しい知識を伝える教育が期待される．今回は埼玉
県内の一部の地域に限った調査を行ったが，子どもたち
を中心とした地域のより良いセルフメディケーションにつ
ながるよう，健康意識調査を続行していく予定である．
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The purpose of this study was to suggest the best approach for future activities by school pharmacists, by surveying 1,617 

primary school students (grades 5 and 6) and 328 junior high school students (grade 2) in Koshigaya-shi, Saitama to ascertain their 

health consciousness (involvement of school pharmacist in appropriate use of healthy foods, supplements, tobacco, alcohol, illegal 

drugs, and pharmaceuticals). The questionnaire was administered in an unsigned format. Although 87.3% of primary school students 

(PS), and 93.7% of junior high school students (JHS) recognized the importance of healthy food and supplement consumption, only 

52.9% of PS and 40.4% of JHS actually consumed these items. Regarding illegal drug use, 63.4% of PS and 87.8% of JHS recog-

nized that it may cause health impairments. For the above reasons, the author believes it is necessary to promote “pharma-education,” 
in which students are provided with knowledge and information on correct use of healthy foods and supplements, as a future activity 

of school pharmacists. The author is convinced that extending the activities of school pharmacists to a broader audience, and carrying 

out those activities continuously, will greatly expand the possibilities of pharmacists’ vocational abilities.

（J Community Pharm Pharm Sci 2014; 6: 49–56）
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